
本
県
に
お
け
る
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
て

政
策
要
望
を
行
い
ま
し
た

秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　本
会
に
設
置
し
て
い
る
秋
田
県
地
域
福
祉
推

進
委
員
会（
以
下「
推
進
委
員
会
」）は
、地
域
生

活
課
題
、制
度
・
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

い
、行
政
へ
の
提
言
や
要
望
活
動
を
通
じ
て
課

題
の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。　秋

田
県
及
び
市
町

村
に
対
し
て
、昨
年
10

月
11
日
に
政
策
要
望
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
内

容
及
び
県
か
ら
の
回

答
に
つ
い
て
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

  地域生活課題とは？
　福祉サービスを必要とする住民・世帯が抱える福祉・
介護・介護予防・保健医療・住まい・就労・教育に関する
課題、地域社会からの孤立や日常生活、社会活動への
参加などの様々な課題のこと。

特
集
Ⅱ

　

判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方
が
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
等
を
行
う「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」は
、
年
々
利
用

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

利
用
者
の
中
に
は
、
判
断
能
力
の
低

下
な
ど
に
よ
り
成
年
後
見
制
度
へ
の
移

行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
実
施
体
制
の
充
実
強
化
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下「
委

員
」）は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
早

期
に
把
握
し
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

◆
早
期
の
補
助
金
交
付

　

県
社
協
に
対
す
る
補
助
金
が
年
度
当

初
に
交
付
で
き
る
よ
う
財
政
部
局
と
協

議
し
て
い
く
。

◆
補
助
対
象
の
拡
充

　

北
海
道
・
東
北
７
県
保
健
福
祉
主
管

部
長
会
議
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
国
に

要
望
し
て
い
く
。

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け

た
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

体
制
の
強
化
等
に
つ
い
て

秋
田
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
確
保
に
向

け
た
活
動
実
態
調
査
の
実
施
や
市
町

村
へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
つ
い
て

要
望
の
背
景

要
望
の
背
景

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

県
か
ら
の
回
答
要
旨

【
現
場
の
声
】

支
援
対
象
者
が
増
え
て
も
、
職
員
を
増
員
す

る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
し

て
い
き
た
い
。

支
援
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
が
不
足
し

て
い
る
。

秋田県地域福祉推進委員会とは？
　秋田県における地域福祉の推進と社会福祉事業の健全な発達を
図ることを設置の目的としています。委員には、市町村社会福祉
協議会や社会福祉関係各団体、各施設種別協議会の関係者、学識
経験者等が就任しています。
　推進委員会は、福祉に関わる課
題やその解決策について協議し、
行政への提言や社会福祉関係者と
の協力と連携を通じて課題の解決
や福祉の充実を図ります。

これまでの調査研究の報告書・提言書は本会ホームページでご覧いただけます

◆
早
期
の
補
助
金
交
付

　

県
社
協
へ
の
補
助
金
交
付
の
遅
れ
か

ら
市
町
村
社
協
へ
の
委
託
料
の
支
払
が

毎
年
度
夏
以
降
に
な
っ
て
い
る
。

　

各
市
町
村
社
協
で
は
通
年
で
事
業
を

運
営
し
て
い
る
た
め
、
年
度
当
初
の
補

助
金
交
付
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
補
助
対
象
の
拡
充

　

市
町
村
社
協
の
十
分
な
人
員
配
置
・

生
活
支
援
員
の
確
保
に
要
す
る
経
費

や
、
利
用
者
に
関
す
る
情
報
等
の
市
町

村
社
協
内
で
の
共
有
化
、
県
社
協
と
市

町
村
社
協
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
を
補
助

対
象
に
加
え
る
な
ど
、
国
庫
補
助
基
準

額
の
一
層
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
国
に

働
き
か
け
て
ほ
し
い
。
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介護分野・障害福祉分野就職支援金

次の要件を全て満たす者

返
還
免
除
が
あ
る

貸
付
制
度
の
ご
案
内

　
本
会
で
は
、次
の
と
お
り
、養
成
施
設
卒
業
後
や
資

格
取
得
後
、定
め
ら
れ
た
業
務
に
一
定
期
間
継
続
し

て
従
事
し
た
場
合
に
貸
付
金
の
返
還
を
免
除
す
る
仕

組
み
の
あ
る
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
業
に
専
念
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
、福
祉
分

野
の
資
格
取
得
・
就
労
に
、こ
れ
ら
の
資
金
を
ぜ
ひ
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、当
該
資
金
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

①　介護職員初任者研修等の所定の研修
　を修了した者
②　秋田県福祉保健人材・研修センターに「就職支
援金利用計画書」を提出した者
③　県内の介護・障害福祉施設において介護職員と
して就職した又は就職することが決まっている者

○　県内の介護・障害福祉施設で、２年間継続して介
護業務に従事した場合

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

福祉系高校修学資金

次の要件を全て満たす者

※本県は、六郷高等学校のみ対象となります。

①　全国の福祉系高校に在学する者で、卒業後、県内
で介護福祉士として業務に従事する意思がある者
②　在学する福祉系高校の長の推薦を受けた者

○　福祉系高校を卒業後、１年以内に介護福祉士登
録を行い、県内で３年間継続して介護業務に従事し
た場合

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

保育士修学資金

次の要件を全て満たす者
①　全国の指定保育士養成施設に在学している者
で、卒業後、保育士登録を行い、県内の保育所・認
定こども園・預かり保育をしている幼稚園等で保育
業務に従事しようとする者
②　優秀な学生であって、かつ、世帯の経済状況等か
ら真に修学資金の貸付が必要と認められる者
③　他の都道府県から本修学資金を借り受けていな
い者

○　養成施設を卒業後、１年以内に保育士登録を行
い、県内の保育所等で５年間（過疎地域は３年間）
継続して保育業務に従事した場合

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

児童養護施設退所者等に
対する自立支援資金

児童養護施設等の退所者又は里親等
の委託解除者のうち、大学等に在学す
る者（以下「進学者」という。）
進学者及び児童養護施設等の退所者又
は里親等の委託解除者のうち、就職し
ている者
児童養護施設等の入所者又は里親等に
委託中の者及び進学者のうち、就職に
必要となる資格取得を希望する者

５年間就業を継続した場合（進学者は、
大学等を卒業後１年以内の就職が要
件）

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

介護福祉士修学資金

次の要件を全て満たす者
①　全国の介護福祉士養成施設に在学する者で、卒
業後、県内で介護福祉士として業務に従事する意
思がある者
②　学業成績が優秀であり、経済的理由等により、
貸付が必要と認められる者

○　養成施設を卒業後、１年以内に介護福祉士登録
を行い、県内で５年間（過疎地域は３年間）継続し
て介護業務に従事した場合

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

ひとり親家庭高等職業訓練促進資金

○　各自治体が実施する「高等職業訓練
促進給付金」の受給者

○　養成機関を修了し、資格取得した日から１年以内
に県内で取得した資格が必要な業務に従事し、５
年間継続して従事した場合

貸付対象者

次の要件を満たす場合に返還が免除されます。返還免除

生活支援費：

家賃支援費：

資格取得支援費：

生活支援費・家賃支援費：

資格取得支援費：２年間就業を継続した場合

　

人
口
減
少
を
背
景
に
、
保
育
・
教
育

施
設（
以
下「
保
育
園
等
」）の
入
所
児
童

数
が
減
少
し
て
お
り
、
特
に
過
疎
地
域

　

し
か
し
、
委
員
の
な
り
手
不
足
、
高

齢
化
が
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
本
県
に
お
い
て
も
委
員
の
改
選
の

度
に
欠
員
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
平

均
年
齢
が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
委
員
の
負
担
が
大

き
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
先
行
や
、
定

年
退
職
後
も
仕
事
を
続
け
る
方
の
増
加

な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
実
態
調
査
の
実
施

　

委
員
の
業
務
負
担
が
増
す
中
で
、
本

来
的
な
活
動
の
整
理
に
向
け
、
活
動
実

態
や
意
識
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。

◆
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

　

委
員
の
充
足
に
苦
慮
し
て
い
る
地
域

で
地
元
市
町
村
の
積
極
的
な
関
与
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
先
進
事
例
の
情
報
提
供

や
助
言
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

◆
実
態
調
査
の
実
施

　

要
望
に
沿
っ
て
実
施
に
向
け
た
検
討

を
行
う
。

市
町
村
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

　

市
町
村
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

各
市
町
村
に
お
け
る
取
組
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
の
負

担
軽
減
や
委
員
の
担
い
手
確
保
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

商
工
団
体
等
へ
の
周
知

　

商
工
関
係
団
体
や
関
係
機
関
等
に
対

し
、
民
生
委
員
制
度
や
そ
の
活
動
内
容

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

秋
田
県
保
育
協
議
会

保
育
・
教
育
施
設
の
運
営
支
援
制
度

の
新
設
に
つ
い
て

要
望
の
背
景

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

県
か
ら
の
回
答
要
旨

【
現
場
の
声
】

【
現
場
の
声
】

保
育
園
等
は
地
域
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
若
者
が
地
域
か
ら
出
て
い
か
な
い
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
視
点
で
も
捉
え
て
も
ら
い

た
い
。

後
任
が
見
つ
か
ら
な
い
。

委
員
業
務
の
実
態
を
明
確
化
し
た
い
。
業
務

標
準
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

次
の
春
に
も
閉
鎖
を
検
討
し
て
い
る
園
も
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

欠
員
が
増
え
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
の
委
員

の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
地
域

の
困
り
ご
と
を
拾
え
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。

に
強
く
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

◆
商
工
関
係
団
体
等
へ
の
周
知

　

職
場
の
理
解
を
得
る
こ
と
で
、
仕
事

を
し
な
が
ら
で
も
委
員
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
商
工
関
係
団
体
な
ど
へ
幅

広
く
委
員
の
制
度
や
活
動
に
つ
い
て
周

知
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

で
は
、
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
保
育
園
等
も
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
人
件
費
を
保
育
園

等
の
自
己
財
源
で
負
担
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
あ
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
育
休
明

け
等
で
入
園
が
年
度
途
中
で
あ
る
場
合

で
も
、
県
内
の
保
育
士
不
足
を
考
慮
す

る
と
、
年
度
当
初
か
ら
人
材
を
確
保
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

出
生
数
が
０
人
の
地
区
で
あ
っ
て
も
、

利
用
に
備
え
、
自
己
財
源
で
保
育
士
を

確
保
し
て
い
る
保
育
園
等
も
あ
る
。

◆
市
町
村
へ：
人
件
費
補
助
等
の
財
政
支
援

　

地
域
の
保
育
園
等
を
な
く
さ
な
い
た

め
に
、
市
町
村
の
責
任
で
次
の
支
援
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
①
年
度
途
中
の
入
所

園
児
に
対
す
る
保
育
士
確
保
の
た
め
の

補
助（
す
べ
て
の
市
町
村
）②
０
歳
児
の

定
員
数
に
見
合
っ
た
保
育
士
を
配
置
で

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

き
る
人
件
費
の
担
保（
過
疎
地
域
の
市

町
村
）

◆
県
へ
：
市
町
村
へ
の
支
援

　

保
育
園
等
の
継
続
的
運
営
や
保
育
士

の
確
保
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
市
町

村
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
市
町
村
単
独
で
対
応
が
難
し
い
場

合
の
費
用
の
一
部
負
担
等
の
財
政
支
援

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

◆
市
町
村
へ
の
支
援

　

国
で
も
、
地
域
に
お
け
る
保
育
所
の

役
割
等
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
検
討
会
で
の
議
論
な
ど
を
注
視

し
つ
つ
、
国
や
他
の
都
道
府
県
の
動
向

を
踏
ま
え
、
保
育
・
教
育
施
設
に
関
す

る
運
営
支
援
制
度
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

県
か
ら
の
回
答
要
旨

要
望
・
回
答
の
全
文
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

本
会
と
委
員
会
で
は
、
今
回
の
要

望
・
回
答
を
踏
ま
え
、
国
等
の
動
向

に
注
目
し
な
が
ら
、
調
査
や
県
と
の

協
議
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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